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広報伊丹■２０２４（令和６）年９月１５日 第１５２６号（２）

伊
丹
広
報
２
面

０
９
１
５
０
２

木
❶
木
❷
藤
❸
木
❹
木
❺
木
❻
井
❼
木
❽
木
❾
井
10
藤
11
木
12
井
13
井
14
井

保
育
施
設
の
入
所
申
し
込
み
は

11
月
29
日
ま
で

市
内
認
可
保
育
施
設
（
公
立
こ
ど

も
園
、
伊
丹
ひ
ま
わ
り
こ
ど
も
園
の

２
・
３
号
含
む
）
へ
の
来
年
４
月
入

所
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

▽
認
定
こ
ど
も
園
西
伊
丹
幼
稚
園

（
寺
本
５
）
▽
い
ず
み
幼
稚
園
（
荒

牧
７
）
▽
白
ゆ
り
幼
稚
園
（
春
日
丘

３
）
は
、
直
接
、
各
園
へ
問
い
合
わ

せ
を
。

【
申
請
書
配
布
開
始
日
】
▽
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
下

二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
読
み
取
り
可
）

か
ら
請
求
・
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
（
電
話
で
の
請
求
も
可
）

�
９
月
１７
日
▽
窓
口
配
布
�
２４
日
。

�
申
請
書
に
必
要
事
項
を
書
き
、

必
要
書
類
を
添
え
て
、
９
月
１７
日
〜

１１
月
１５
日
に
郵
送
（
消
印
有
効
）
で

〒
６６４
・
８
５
０
３
伊
丹
市
教
育
委
員

会
事
務
局
教
育
保
育
課
（
℡
７８４
・
８

０
３
５
）
へ
。
１１
月
１
〜
２９
日
に
直

接
も
可
。

す
で
に
今
年
度
の
申
請
書
を
提
出

し
た
人
で
、
来
年
４
月
以
降
も
入
所

を
希
望
す
る
場
合
は
、
再
度
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。

締
め
切
り
日
を
過
ぎ
て
提
出
さ
れ

た
申
し
込
み
や
追
加
書
類
は
受
け
付

け
で
き
ま
せ
ん
。

同
期
間
中
に
来
年
１
〜
３
月
分
の

入
所
申
し
込
み
も
受
け
付
け
ま
す
。

来
年
５
月
分
の
入
所
申
し
込
み
は
、

３
月
１
日
か
ら
受
け
付
け
を
開
始
し

ま
す
。

◆
「
ふ
ら
っ
と
」
児
童
館
各
種
イ
ベ

ン
ト
を
開
催

「
ふ
ら
っ
と
」
児
童

館
で
、
次
の
通
り
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。

【
※
ひ
だ
ま
り
育
児
相
談
】
９
月

２６
日
㈭
午
後
１
時
半
〜
３
時
。

栄
養
士
に
よ
る
育
児
相
談
。

対
象
は
、
１
歳
６
カ
月
程
度
ま
で

と
そ
の
保
護
者
。
無
料
。

当
日
直
接
、
会
場
へ
。

【
わ
く
わ
く
☆
リ
ト
ミ
ッ
ク
】
１０

月
１８
日
〜
来
年
３
月
２１
日
の
金
曜

（
全
６
回
）
午
前
１０
時
半
。

リ
ズ
ム
、
ふ
れ
あ
い
遊
び
な
ど
を

し
て
参
加
者
同
士
で
交
流
す
る
。

対
象
・
定
員
は
、
令
和
４
年
４
月

２
日
〜
５
年
９
月
３０
日
生
ま
れ
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者
１５
組
。
参
加
料

２
千
円
。

【
あ
つ
ま
れ
０
さ
い
親
子
で
音
あ

そ
び
！
】
１０
月
２３
日
〜
１２
月
２５
日
の

水
曜
（
全
３
回
）
午
前
１０
時
半
。

親
子
で
音
に
親
し
み
、
参
加
者
同

士
で
交
流
す
る
。

対
象
・
定
員
は
、
４
〜
１０
カ
月
と

そ
の
保
護
者
１２
組
。
参
加
料
千
円
。

�
９
月
１７
日
か
ら
「
ふ
ら
っ
と
」

児
童
館
℡
７８１
・
２
５
１
７
へ
（
※
除

く
）。
先
着
順
。

◆
「
家
庭
の
日
」
だ
ん
ら
ん
ホ
リ
デ

ー
イ
ベ
ン
ト
リ
ト
ミ
ッ
ク
ハ
ロ
ウ

ィ
ン

１０
月
２６
日
㈯
①
午
前
１０
時
②

１１
時
、
伊
丹
ア
イ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ホ
ー

ル
で
。

ピ
ア
ノ
の
即
興
演
奏
に
合
わ
せ
て

音
楽
と
ふ
れ
あ
い
豊
か
な
感
性
と
情

緒
を
育
む
。

対
象
・
定
員
は
、
①
２
歳
以
下
と

そ
の
保
護
者
②
３
歳
〜
小
学
２
年
生

と
そ
の
保
護
者
。
各
４０
組
。
無
料
。

�
９
月
１７
日
〜
１０
月
１５
日
に
市
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト

（
下
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
読
み
取
り

可
）
か
ら
電
子
申

請
を
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

問
市
教
委
社
会
教
育
課
℡
７６４
・
７

８
１
４
。

◆
令
和
７
年
度
入
学
予
定
者
就
学
時

健
康
診
断
を
実
施

市
教
委
は
、
来

年
４
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
子
ど

も
の
健
康
診
断
を
入
学
予
定
の
小
学

校
で
行
い
ま
す
。

実
施
日
は
、
１０
月
上
旬
に
送
付
す

る
就
学
時
健
康
診
断
通
知
書
か
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
下

二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
読
み
取
り
可
）

で
確
認
を
。

受
付
時
間
は
午
後
１
時
半
〜
２
時

半
。
保
護
者
同
伴
で
▽
就
学
時
健
康

診
断
通
知
書
▽
母
子
健
康
手
帳
▽
上

履
き
▽
靴
入
れ
―
―
を
持
参
し
て
、

入
学
予
定
の
小
学
校
で
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

ア
レ
ル
ギ
ー
調
査
票
・
就
学
時
健

康
診
断
票
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を

書
い
て
持
参
か
、
各
会
場
に
あ
る
同

票
に
当
日
記
入
も
可
。
受
診
で
き
な

か
っ
た
場
合
も
入
学
で
き
ま
す
。

１０
月
１１
日
ま
で
に
同
通
知
書
が
届

か
な
い
場
合
は
、
連
絡
を
。

問
市
教
委
保
健
体
育
課
℡
７８４
・
８

０
８
７
。
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市内最高齢者
山𦚰さん（１０９）

男性は村上さん（１０３）
市
内
最
高
齢
者
は
、
大
正
４
年
生

ま
れ
の
山
𦚰
弘
子
さ
ん
（
本
人
の
希

望
に
よ
り
、写
真
掲
載
な
し
）で
す
。

男
性
最
高
齢
者
は
、
大
正
９
年
生
ま

れ
の
村
上
一
郎
さ
ん
（
左
写
真
）
で

す
。長

寿
の
秘
訣
に
つ
い
て
、
山
𦚰
さ

ん
の
家
族
は
「
日
々
の
食
事
を
慈
し

む
よ
う
に
感
謝
し
て
ゆ
っ
く
り
と
食

べ
て
い
た
こ
と
、
現
在
も
全
と
ろ
み

食
を
完
食
し
て
い
る
」、
村
上
さ
ん

の
家
族
は「
何
事
に
も
く
よ
く
よ
せ

ず
、歩
い
て
体
を
動
か
し
、
食
事
は

腹
８
分
目
が
健
康
の
た
め
に
よ
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
」と
話
し
ま
し
た
。

市
は
最
高
齢
の
男
女
と
今
年
１００
歳

に
な
る
皆
さ
ん
に
、
長
寿
を
祝
い
、

記
念
品
と
祝
詞
を
贈
り
ま
す
。

問
市
地
域
・
高
年
福
祉
課
℡
７８４
・

８
０
９
９
。

◆
※
歴
史
散
歩
「
御
願
塚
古
墳
と
そ

の
周
辺
を
巡
っ
て
」

９
月
２８
日
㈯

午
前
９
時
１５
分
（
荒
天
中
止
）
に
阪

急
稲
野
駅
西
改
札
口
前
に
集
合
。

文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
会
員

の
案
内
で
御
願
塚
古
墳
か
ら
南
野
了

福
寺
ま
で
歩
く
。

定
員
１５
人
。
参
加
料
３００
円
。

◎
古
代
民
俗
講
座

１０
月
２
〜
２３
日

の
水
曜
（
全
４
回
）
午
後
１
時
半
、

東
リ
い
た
み
ホ
ー
ル
で
。

江
戸
時
代
の
説
話
を
読
み
解
く
。

定
員
４０
人
。
受
講
料
４
千
円
（
１

回
１
千
５００
円
）。

＊

＊

�
９
月
１７
日
か
ら（
※
は
２４
日
ま

で
）電
話
で
市
文
化
振
興
課（
文
化
財

担
当
）℡
７８４
・
８
０
９
０
へ
。先
着
順
。

◆
第
２
回
シ
ニ
ア
ス
マ
ホ
教
室

１０

月
１１
日
〜
１１
月
８
日
の
金
曜（
全
３
回
）

午
前
１０
時
、サ
ン
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
「
わ
か
ら
な

い
」
を
解
決
。

対
象
・
定
員
は
、
市
内
在
住
の
６０

歳
以
上
１５
人
。
無
料
。

�
９
月
２５
日
ま
で
に
フ
ァ
ク
ス
７８５

・
２
４
６
１
か
往
復
は
が
き
に
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
郵
送

（
必
着
）
で
〒
６６４
・
０
０
２
３
中
野

西
１
―
１４８
―
１
サ
ン
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル

（
℡
７８３
・
２
３
５
０
）
へ
。
応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
。

◆
シ
ニ
ア
の
た
め
の
「
声
に
出
し
て

読
む
」

１０
月
２１
日
〜
来
年
３
月
１０

日
の
月
曜
（
全
６
回
）
午
前
１０
時
、

ア
イ
ホ
ー
ル
で
。

発
声
・
発
音
の
基
礎
を
学
び
発
表

会
を
行
う
、
俳
優
の
林
英
世
さ
ん
に

よ
る
朗
読
講
座
。

対
象
・
定
員
は
、
６０
歳
以
上
１５

人
。
受
講
料
１
万
２
千
円
。

�
９
月
２７
日
ま
で
に
直
接
、
返
信

用
は
が
き
を
持
参
す
る
か
往
復
は
が

き
に
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
教
室
名

を
書
い
て
、
郵
送
（
必
着
）
で
〒
６６４

・
０
８
４
６
伊
丹
２
―
４
―
１
ア
イ

ホ
ー
ル
（
℡
７８２
・
２
０
０
０
）
へ
。

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

◆
シ
ニ
ア
世
代
の
投
資
講
座

１０
月

２５
日
㈮
午
後
２
時
、
ラ
ス
タ
ホ
ー
ル

で
。
ニ

ー

サ

新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
や
、
株
式
投
資
な
ど

の
仕
組
み
と
、
注
意
点
を
解
説
。

定
員
３５
人
。
無
料
。

�
ラ
ス
タ
ホ
ー
ル
℡
７８１
・
８
８
７

７
（
同
ホ
ー
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

電
子
申
請
も
可
）
へ
。
先
着
順
。

８月２６日藤原市長が訪問
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有
岡
城
４５０
年

あ
ら
き
む
ら
し
げ

今
年
１１
月
、
荒
木
村
重
が
伊
丹
に

入
城
し
て
４５０
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ

で
、
今
回
は
村
重
の
居
城「
有
岡
城
」

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

村
重
は
、
元
亀
四
年
（
１
５
７

３
）、
織
田
信
長
に
味
方
す
る
と
誓

い
、
将
軍
足
利
義
昭
の
追
放
に
尽
力

し
、
摂
津
国
を
治
め
る
権
利
を
与
え

ら
れ
ま
す
。
当
時
、
信
長
の
力
が
摂

津
国
全
域
に
及
ん
で
い
な
か
っ
た
た

め
、
村
重
は
信
長
側
で
は
な
い
城
を

攻
め
、
領
地
を
拡
大
し
て
い
き
ま

す
。

４５０
年
前
の
伊
丹
は
、
伊
丹
氏
が
治

め
て
い
ま
し
た
。
天
正
２
年
（
１
５

７
４
）
１１
月
、
村
重
は
伊
丹
氏
と
の

戦
い
の
末
、
伊
丹
氏
を
追
放
し
、
入

城
し
ま
す
。
そ
し
て
、
城
下
に
は
武

家
だ
け
で
な
く
、
町
人
も
住
む
町
ま

そ
う
が
ま
え

で
を
整
備
し
た
惣
構
に
改
修
し
、
伊

丹
城
か
ら
「
有
岡
城
」
と
改
名
し
ま

せ
っ
つ
の
か
み

し
た
。
村
重
は
そ
の
頃
か
ら
摂
津
守

を
名
乗
っ
て
い
ま
す
。

天
正
６
年
１０
月
、
安
土
城
の
信
長

に
摂
津
守
離
反
と
の
報
告
が
各
所
か

ら
届
き
ま
す
。
信
長
は
重
臣
を
派
遣

し
、
説
得
を
試
み
ま
す
が
、
村
重
の

気
持
ち
は
揺
る
が
ず
、
信
長
は
有
岡

城
へ
進
軍
し
ま
す
。
結
果
、
天
正
７

年
秋
、
侍
町
に
火
を
掛
け
ら
れ
、
開

つ
ね

城
。
そ
の
後
、
信
長
配
下
の
池
田
恒

お
き

も
と
す
け

興
の
嫡
子
元
助
が
入
城
し
、
城
の
名

は
再
び
伊
丹
城
に
戻
さ
れ
ま
す
。

今
年
８
月
末
現
在
、
有
岡
城
惣
構

内
に
お
い
て
４５４
回
も
の
発
掘
調
査
が

も
ん
じ
ょ

行
わ
れ
、
文
書
や
絵
図
が
残
っ
て
い

な
い
有
岡
城
が
徐
々
に
分
か
っ
て
き

ま
し
た
。

毎
年
１１
月
に
開
催
す
る
「
伊
丹
市

文
化
財
保
護
啓
発
事
業
」
で
は
、
村

重
伊
丹
入
城
４５０
年
記
念
講
演
会
を
企

画
し
て
い
ま
す
。

講
演
会
な
ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
し
ま
す
の

で
、
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
文
化
振
興
課（
文
化
財
担
当
）

℡
７８４
・
８
０
９
０
。

現在の有岡城跡（伊丹１）

９月１７日～１０月１７日 ハロウィンジャンボ宝くじ
収益金は各都道府県の販売実績などに応じて交付され、県内各市町で防
災資機材や公園整備などに活用されています。
購入は、県内の宝くじ売り場か宝くじ公式サイト（二次
元コードから読み取り可）で。

（公財）兵庫県市町村振興協会℡０７８-９５４-６０２０

この広報紙は９万１９００部作成し、印刷経費は１部あたり７円です（内訳：市負担分５円・広告収入分２円）


